
Mylcを使った各種評価を、どこでも手軽に。

MylcMATキット
Monocyte Activation Test（MAT）は、再生医療などの新しいモダリティにおいて
重要とされています。マイキャン・テクノロジーズは、ヒト末梢血単核球由来の
不死化細胞である「aMylc 細胞」と呼ばれる細胞を用いたパイロジェン試験法を開発しました。
この最適化キットを使用することで、評価を迅速に開始することができます。
試験物質を添加してから24時間以内に結果を得ることができます。

( 研究用 )

What is the  Mylc cells?
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aMylc 細胞と、PBMC由来CD14陽性細胞との、CD14, CD54, CD86の発現を確認しました。

希釈したブドウ糖液に1% Poly (I:C)、または LPSを添加し混在した条件下で干渉実験

被験物質-ブドウ糖 干渉実験

磁気ビーズを使用し、PBMCからCD14陽性細
胞を回収した細胞と aMylc 細胞を FACSにて表
面マーカーを測定しました。
あらかじめ凍結した aMylc 細胞を解凍し、解凍
直後に FACSで測定を実施しました。
CD14、CD54、CD86を評価した結果、いずれ
も陽性を維持していることが判明しました。

希釈したブドウ糖液に1% Poly (I:C) または LPSを混
在させた検体を準備し、混在下での刺激物質の干渉実験
を実施しました。
評価はフライヤー表面「医薬候補物質のスクリーニング
/安全性評価の一例と手順」に記載したELISAを使用し、
混在しないPoly(I:C) 及び LPSでの結果基準に回収率
を算出しました。
ブドウ糖液を希釈しない状態（製品そのものを使用時を
1とした）にPoly (I:C) を添加した際、回収率は50%
であり、10倍希釈したブドウ糖液では、90%強の回
収率となりました（左図）。

評価実験データ

PBMCとの比較実験


